
令和６年度マイスター・ハイスクール事業

新たな社会(Society5.0×DX時代)を支える次世代マイスターの育成

管理機関名（埼玉県／一般社団法人埼玉県経営者協会／埼玉県教育委員会）、埼玉県立大宮工業高等学校

マイスター･ハイスクールCEOのトータルマネ

ジメントのもと、実施校と産業界等（経済団体・

企業・研究機関・大学）が連携・協働し、地域産

業の持続的な成長を牽引する最先端の専門職業人

材（次世代マイスター）を育成するとともに、産

業構造の変化に即応できる実践的な指導力を持つ

教員を育成し、最新の産業教育施設・設備を最大

限に活用した指導実践モデルを創出・普及する。

❶ 工業DXカリキュラム等の開発

❷ 科学技術の視点によるCMの開発

❸ 学科横断型課題研究の実践

❹ 育成したい(されたい)資質･能力の共有

❺ 工業技術研修センターの構築

❻ 拠点となる実施校の将来構想の策定

● 管理機関
・埼玉県
・一般社団法人埼玉県経営者協会
・埼玉県教育委員会

● 意思決定機関
・マイスター・ハイスクール運営委員会

● 事業実行機関
・マイスター・ハイスクール事業推進委員会

● 指定校内機関
・マイスター・ハイスクール校内実行委員会

マイスター･ハイスクールビジョン 事 業 の 目 標

実 施 体 制 等



❶ 工業DXカリキュラム等に関する調査･研究･実践  ❹ 育成したい(されたい)資質･能力に関する調査･研究
❷ 科学技術の視点によるCMに関する調査･研究･実践 ❺ 工業技術研修センターに関する調査･研究･実践
❸ 学科横断型課題研究に関する研究･実践  ❻ 実施校の将来構想に関する調査･研究･検討

新たな社会(Society5.0×DX時代)を支える次世代マイスターの育成

令和６年度マイスター・ハイスクール事業管理機関名（埼玉県／一般社団法人埼玉県経営者協会／埼玉県教育委員会）、埼玉県立大宮工業高等学校

令和６年度の目標 目標達成に向けた調査･研究･実践

目標を達成するために取り組む内容等

❶ 工業DXカリキュラム等に関する調査･研究･実践

✓ 学科･教科の連携による授業計画の策定

✓ 学科･教科の連携による授業の実践

✓ カリキュラムへの組込

✓ 新たな技術、技法の習得による教師の指導力向上

❷ 科学技術の視点によるCMに関する調査･研究･実践

✓ 科学技術に関する講演会の実施

✓ 生徒によるSTREAMS教育教材開発と授業実践

✓ 小中学生を対象とした「ものづくり工房」の開設

❸ 学科横断型課題研究に関する研究･実践

✓ 学科横断型課題研究の実践

✓ 専門学科のカリキュラム編成の在り方に関する研究

✓ 普通高校を含めた学際的な学びを支援する推進校

❹ 育成したい(されたい)資質･能力に関する調査･研究

✓ 生徒･保護者･教員･企業等の意見聴取及び集約
✓ コンピテンシー表(仮称)に基づく生徒アンケートの実施
✓ 外国語教育を充実し、国際感覚に優れた生徒の育成
✓ ものづくりをとおした国際交流事業の実施

❺ 工業技術研修センター構築に関する調査･研究･実践

✓ 先端産業分野に関する教員研修の実施
✓ 生徒及び教職員の先端技術習得、研鑽
✓ 企業研修や地域企業連携した技術支援研修等の実施

❻ 拠点となる実施校の将来構想に関する調査･研究･検討

✓ 教育内容及び取組の県民への浸透方法の調査･研究
✓ 中学校教員及び生徒･保護者が参集する仕組みの工夫
✓ 応用可能な最先端技術者養成モデルの構築
✓ 自走に向けた協働体制となるコンソーシアムの設置

■ マイスター･ハイスクールCEOによるトータルマネジメント ■ 産業実務家教員との協働による授業等の実施



■ 産業実務家教員との協働による授業 ［事業規模］約400時間（予算ベース約300時間）■

新たな社会(Society5.0×DX時代)を支える次世代マイスターの育成

令和６年度マイスター・ハイスクール事業管理機関名（埼玉県／一般社団法人埼玉県経営者協会／埼玉県教育委員会）、埼玉県立大宮工業高等学校

● 自走化に向けた協働体制● 「ものづくり工房」開設「STREAMS教育」推進

● 学科･教科･産業実務家教員との協働による授業● 産業実務家教員との協働授業

目標を達成するために取り組む内容等《授業例》

産業実務家教員との協働による授業 ［事業規模］約400時間（予算ベース約300時間）



❹ 育成したい(されたい)資質･能力

新たな社会(Society5.0×DX時代)を支える次世代マイスターの育成

令和６年度マイスター・ハイスクール事業管理機関名（埼玉県／一般社団法人埼玉県経営者協会／埼玉県教育委員会）、埼玉県立大宮工業高等学校

次世代マイスターに求められる資質・能力 ⇒ コンピテンシー表（仮称）

●「基礎的･汎用的能力」「社会人基礎力」などの資料に、組織における人事評価項目を加味して作成して
 いる。

● 学習目標達成度を評価するためのルーブリックとは異なり、すべてを満たすことを求めるものではない。
 就職後の一般的な組織においては、〝こうした観点で評価される〟ことを生徒や教員が知り、意識させ
 ることを目的としている。
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